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「武雄」が登場する本たち

『図書館図鑑』
監修：小田光宏 
出版者：金の星社

『親切な観光案内のデザイン』
編集：パイ インターナショナル
出版者：パイ インターナショナル

『日本近世・近代の
  ガラス論考』
著者：岡本文一 
出版者：新潮社

図書館を知ることができる児童書です。
表紙の写真のほか、76-77ページに
武雄市図書館・歴史資料館と
武雄市こども図書館が紹介されています。

地域の観光案内のデザインを一覧
できる本です。
184-185ページに、武雄市の
パンフレットが紹介されています。

江戸時代の九州諸藩の
ガラス技術についての本です。
111-115ページに、武雄の
ガラスが登場します。

『写真と歴史でたどる
  日本近代建築大観 第2巻』
監修：石田潤一郎, 米山勇
出版者：国書刊行会

幕末～昭和前期に至る近代に
生まれ、今も残る建築物を掲載。
246-249ページに、武雄温泉
楼門・新館が紹介されています。

『武雄焼入門』
著者：鈴田由紀夫
出版者：武雄市観光協会

子ども歴史コーナーの展示が新しくなりました

武雄市図書館・歴史資料館内のこども図書館側出入口横

に設置している子ども歴史コーナーの展示内容が新しくな

りました。武雄市内から出土した焼き物のかけらを展示し

ており、武雄の焼き物の歴史や製法などを分かりやすく解

説しています。

本の紹介

展示から一歩踏み込んで武雄焼を知りたい方へ

おすすめしたい本が『武雄焼入門』。

約400年前の武雄での

焼き物の起こりから、今

に至るまで、過去の講演

を書籍化しているので、

読みやすい1冊です。



種痘を広めよ！

 最先端だった佐賀藩のしくみ

 天然痘の予防接種「種痘」の中でも、より安全

な「牛痘種痘法」を日本で初めて成功させた佐

賀藩。

早速、佐賀藩内で種痘を広めようとします。

 佐賀藩では「引痘方」という組織を作り、「種痘

所」という予防接種を受けられる場所に人々を

集め、無料で種痘をおこないました。

どこかで聞いたような話だと思われた方もいらっ

しゃるかもしれません。そうなんです。新型コロナ

ウイルス感染症の予防接種も、国や都道府県、

市町村を中心に「大規模ワクチンセンター」や

病院で、無料で受けることができましたよね。

江戸時代の佐賀藩は、すでにそのシステムをつ

くり、種痘を広めていたのです。
　

 伝染病との闘いの歴史から、今のわたしたちの

暮らしとのつながりが見えてきます。

秋月×中津×武雄 特別交流展「伝染病と闘う～種痘の導入と武雄領の医学～」は、新型コロナウイルス感染症

の感染拡大防止のため、1月31日（月）から2月10日（木）まで、臨時休館いたしました。そのため、当初2月27

日（日）までとしておりました展覧会の会期を、3月6日（日）まで延長いたします。

「予防」や「予防接種」のはじまりなど、わたしたちの暮らしにも大きく関わる医療の歴史をご紹介しております

ので、ぜひお越しください。

会場  武雄市図書館・歴史資料館  
　　  蘭学・企画展示室

会期  令和 4 年 3 月6日(日)まで

観覧料 無料

開館時間 

　     日曜日～木曜日：9時～18時
　     金曜日・土曜日：9時～21時

※会期中無休

 シリー
ズ

 最終回 伝染病と
戦う

企画展示「伝染病と闘う」展示期間を延長しています

『種痘証』▶
（武雄市蔵）

明治19年3月16日に発行された、「種痘済」と書かれた
種痘を接種したことの分かる証明書。
まさに現代で新型コロナウイルス感染症のワクチンで
発行された、接種証明書が連想されます。

い んとうかた


